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基
本
方
針

1
．�　

世
界
的
な
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高

ま
り
に
よ
る
原
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
上
昇
、
温
暖
化
に
伴
う
自
然
災

害
の
頻
発
・
激
甚
化
・
猛
暑
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
増
加
や
減
収
・
品
質

低
下
の
懸
念
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
一
層
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
輸
入
依
存
度
の
高

い
肥
料
、
燃
料
、
飼
料
と
い
っ
た
生

産
資
材
の
高
止
ま
り
が
続
く
な
か
農

畜
産
物
の
生
産
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て

お
り
、
農
家
経
営
は
さ
ら
に
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

２
．�　

令
和
４
年
度
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

の
食
料
自
給
率
は
38
％
で
前
年
か
ら

横
ば
い
、
生
産
額
ベ
ー
ス
の
自
給
率

は
、
国
際
的
な
穀
物
価
格
や
原
料
価

格
の
高
騰
、
円
安
な
ど
を
背
景
に
輸

入
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
前
年

よ
り
5
ポ
イ
ン
ト
下
落
し
58
％
と
な

り
、
依
然
と
し
て
先
進
国
で
最
低
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
の
な
か
、
政
府
が
す
す
め
る
食

料
自
給
率
の
向
上
や
食
料
安
全
保
障

の
確
立
を
目
的
と
し
た
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
の
見
直
し
に
対

し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
再
生

産
に
配
慮
し
た
適
正
な
農
畜
産
物
の

価
格
形
成
と
国
民
理
解
の
醸
成
、
農

業
の
持
続
的
な
発
展
に
関
す
る
政
策

提
案
を
行
う
と
と
も
に
、
基
本
法
の

見
直
し
は
、
日
本
農
業
の
転
換
点
と

な
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
我
々
の
声
を

さ
ら
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の

一
環
と
し
て
、
販
売
価
格
向
上
と
生

産
コ
ス
ト
低
減
、
物
流
効
率
化
、
Ｄ

Ｘ
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
．�　

長
野
県
に
お
け
る
農
業
産
出
額
は

近
年
の
価
格
高
騰
と
い
う
側
面
か
ら

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
長
野
県

Ｊ
Ａ
の
販
売
高
は
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
農
家
数
は
若
年
層
の
新
規
就

農
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

高
齢
化
に
起
因
し
基
幹
的
農
業
従
事

者
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
族
経
営
体
は
減
少
す
る
一

方
で
、
法
人
等
の
組
織
経
営
体
は
耕

地
面
積
を
拡
大
し
な
が
ら
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
組
織
基
盤
の
構

造
の
変
化
と
組
合
員
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
を
急
ぎ
、
地
域
の
活
性
化
な
ら
び

に
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
進
展
を
は
か

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
．�　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、
長
野

県
本
部
は
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
不

断
の
自
己
改
革
お
よ
び
、
Ｊ
Ａ
・
県

域
お
よ
び
子
会
社
の
機
能
を
最
大
限

発
揮
し
、
か
つ
連
携
を
深
め
、
部
門

別
事
業
競
争
力
強
化
お
よ
び
Ｊ
Ａ
経

済
事
業
収
支
改
善
に
よ
る
経
営
基
盤

の
確
立
を
は
か
り
ま
す
。

　
　

�　

ま
た
、
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制

を
堅
持
し
、
県
域
結
集
の
拡
大
と
結

集
成
果
の
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
還
元

を
す
す
め
ま
す
。

令
和
6
年
度
事
業
計
画

【事業運営の基本目標】
　１．持続的な農業生産基盤づくりによる農業生産量の維持拡大
　２．�販売力強化とコスト低減による農家組合員の手取り最大化
　３．ＪＡ経済事業の収支改善と活気ある地域社会づくり
【経営管理の基本】
　県本部総合経営管理制の堅持による県域機能の発揮

　会員ＪＡとの一体的な事業運営により、生産販売から購買まで一貫する
総合経済事業を通じて、ＪＡ組合員の営農と生活の向上に貢献します。

ＪＡ全農長野基本理念
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事
業
方
針

１
．
農
業
振
興
事
業

⑴�

産
地
基
盤
維
持
に
向
け
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
地
域
実
態
・
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

３
部
連
携
の
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
生
産
・
販
売
提
案
、
支
援
機
能
を

発
揮
し
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
て
生
産

振
興
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
や

生
産
法
人
と
の
連
携
に
よ
る
栽
培
実
証

圃
の
設
置
や
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
に
係
る
支

援
体
制
を
強
化
し
、
生
産
性
向
上
に
向

け
た
技
術
提
案
と
普
及
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑵�

激
甚
化
す
る
気
象
変
動
や
災
害
対
策
と

し
て
有
効
な
施
設
強
化
や
資
機
材
導
入

並
び
に
技
術
対
策
を
す
す
め
ま
す
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

行
政
や
試
験
機
関
と
連
携
し
品
種
の
選

定
・
改
良
や
適
地
適
作
に
基
づ
い
た
品

目
の
見
直
し
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新

た
な
暑
さ
対
策
技
術
の
確
立
を
す
す
め

ま
す
。

⑶�

農
業
生
産
支
援
に
係
る
農
業
Ｄ
Ｘ
化
の

促
進
や
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
活
用
、

機
械
化
一
貫
体
系
の
導
入
に
よ
り
労
働

力
不
足
解
消
や
品
質
・
生
産
性
向
上
対

策
を
す
す
め
ま
す
。

⑷�

法
制
化
さ
れ
た
地
域
計
画
と
の
連
動
を

は
か
る
と
と
も
に
、
野
菜
・
花
き
優
良

苗
の
安
定
供
給
と
品
質
向
上
、
リ
ン
ゴ

フ
ェ
ザ
ー
苗
の
供
給
体
制
を
強
化
し
ま

す
。

⑸�「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に

沿
っ
て
、
環
境
負
荷
軽
減
に
向
け
た
資

材
や
栽
培
方
法
の
検
討
導
入
お
よ
び
安

全
安
心
な
農
産
物
の
供
給
を
推
進
す
る

た
め
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
強
化
と
農

薬
の
適
正
使
用
を
す
す
め
ま
す
。

２
．
生
産
販
売
事
業

⑴�

生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
に
向

け
、
卸
売
会
社
や
実
需
者
に
対
し
、
生

産
経
費
上
昇
率
の
提
示
に
よ
る
産
地
生

産
実
態
の
理
解
醸
成
を
は
か
り
、
契
約

取
引
毎
の
内
容
精
査
を
踏
ま
え
た
価
格

提
案
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
付
加

価
値
を
高
め
る
商
品
開
発
や
業
務
加
工

向
け
生
産
提
案
の
実
施
と
有
益
な
輸
出

取
引
の
拡
大
等
に
よ
り
生
産
者
手
取
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

⑵�

持
続
可
能
・
安
定
的
な
物
流
体
制
を
実

現
す
る
た
め
、
遠
隔
地
輸
送
の
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
や
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
活

用
、
共
同
輸
送
の
実
施
等
に
よ
る
安
定

的
な
輸
送
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
荷
待
ち
時
間
の
解
消
、
配

送
集
約
等
の
見
直
し
お
よ
び
、
パ
レ
ッ

ト
輸
送
や
出
荷
規
格
の
集
約
・
見
直
し

な
ど
に
よ
る
効
率
的
輸
送
の
取
り
組
み

を
早
急
に
す
す
め
ま
す
。

⑶�

新
た
な
系
統
園
芸
事
業
の
シ
ス
テ
ム
構

築
を
す
す
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生

産
か
ら
集
荷
・
販
売
ま
で
一
貫
し
た

デ
ー
タ
連
動
可
能
な
仕
組
み
の
開
発
と

活
用
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
取
引
先
と

の
情
報
共
有
と
業
務
効
率
化
を
は
か
り

ま
す
。

⑷�

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
す
る
品
目

提
案
、
集
荷
対
策
に
よ
る
系
統
共
販
率

の
向
上
と
産
地
基
盤
維
持
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
系
統
未
利
用
・
低
利
用
の
生
産

者
等
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
担
い
手
推

進
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
実
需
者
と
連

携
し
た
企
画
提
案
を
行
い
、
系
統
利
用

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸�

長
野
米
の
需
要
に
基
づ
く
計
画
生
産
と

系
統
集
荷
の
向
上
を
す
す
め
、
実
需
者

と
の
関
係
強
化
に
よ
る
契
約
販
売
の
拡

充
お
よ
び
新
規
取
引
先
の
確
保
に
よ
る

所
得
の
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
生
産
購
買
事
業

⑴�

包
装
資
材
事
業
は
、
資
材
コ
ス
ト
抑
制

税引後当期利益　　1億2千万円（税引前当期利益　2億円）

経営計画
総供給販売高計画（年度別）� 【単位：百万円、％】

部 　 　 門 令和６年度計画 令和５年度計画 対比（R6/R5）
生 産 振 興 部 280 ２７０ １０４
生 産 販 売 部 160,420 １５６，４３０ 103
生 産 購 買 部 33,400 ３５，５００ 94
畜 産 酪 農 部 32,300 ３２，５００ 99
生 活 部 44,200 ４４，１００ １００

総 　 合 　 計 270,600 ２６８，８００ 101
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に
向
け
生
産
・
流
通
現
場
の
実
態
に
合

わ
せ
た
材
質
・
規
格
の
集
約
と
、
箱
面

積
の
削
減
お
よ
び
製
造
・
納
品
の
効
率

化
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
販
売
部
署

と
連
携
し
、
機
能
性
の
高
い
包
材
導
入

に
よ
る
商
品
競
争
力
の
強
化
と
、
青
果

物
輸
送
の
物
流
問
題
に
対
応
し
た
包
材

開
発
を
す
す
め
ま
す
。

⑵�

肥
料
農
薬
事
業
は
、
Ｂ
Ｂ
肥
料
の
原
料

集
約
・
見
直
し
、
省
力
化
を
目
的
と
し

た
軽
量
肥
料
の
開
発
、
指
定
混
合
肥
料

の
普
及
、
農
薬
の
統
一
的
な
防
除
暦
採

用
メ
リ
ッ
ト
創
出
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減

を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
経
営

体
へ
の
担
い
手
直
送
規
格
農
薬
の
拡
充

や
ド
ロ
ー
ン
散
布
請
負
の
拡
大
、
土
壌

診
断
に
基
づ
く
「
わ
た
し
の
肥
料
」
の

提
案
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶�

生
産
資
材
事
業
拠
点
（
物
流
・
店
舗
）

の
再
編
・
整
備
で
は
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
の

物
流
拠
点
・
配
送
体
制
の
構
築
に
よ
る

物
流
の
効
率
化
、
資
材
店
舗
再
編
・
売

場
改
善
支
援
に
取
り
組
み
Ｊ
Ａ
の
事
業

収
支
改
善
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス

テ
ム
の
構
築
・
連
携
に
よ
る
業
務
効
率

化
を
す
す
め
ま
す
。

⑷�

農
業
機
械
事
業
は
、
県
域
推
奨
型
式
・

全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
同
購
入

を
中
心
と
し
た
重
点
購
買
、
ス
マ
ー
ト

農
業
機
械
の
普
及
推
進
、
中
古
農
機
の

確
保
・
流
通
拡
大
を
通
じ
、
生
産
コ
ス

ト
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県

域
農
機
整
備
セ
ン
タ
ー
２
拠
点
に
よ
る

整
備
受
入
の
拡
大
と
、
Ｊ
Ａ
整
備
士
の

育
成
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
農
機
整
備
事
業
の

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

⑸�

施
設
住
宅
事
業
は
、
施
主
代
行
を
基
本

と
し
て
一
級
建
築
士
事
務
所
に
よ
る
専

門
性
を
発
揮
し
、
高
度
化
す
る
農
業
施

設
へ
の
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能

の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
、
省
エ

ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ

る
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
施
設
建
設
・

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
行
う
と
と
も

に
、
多
様
な
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
住
環
境
改
善
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑹�

担
い
手
推
進
事
業
は
、
肥
料
農
薬
専
任

体
制
に
よ
る
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進

を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
部
門
間
連
携

に
よ
る
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
の
機
能

発
揮
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．
畜
産
酪
農
事
業

⑴�

生
産
基
盤
維
持
の
た
め
事
業
奨
励
要
領

の
活
用
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
販
売

数
量
の
安
定
的
な
確
保
を
は
か
る
た
め
、

生
産
意
欲
の
あ
る
若
手
後
継
者
へ
の
経

営
拡
大
を
支
援
し
、
県
産
畜
産
物
の
安

定
供
給
を
す
す
め
ま
す
。

⑵�

信
州
産
畜
産
物
の
認
知
度
向
上
を
は
か

る
た
め
、
県
内
外
で
販
促
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
、
信
州
産
生
乳
な
ら
び
に

畜
肉
の
安
全
安
心
と
品
質
訴
求
に
よ
る

有
利
販
売
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

重
点
農
場
巡
回
に
よ
る
生
産
性
向
上
提

案
を
す
す
め
、
生
産
者
手
取
り
の
確
保

を
は
か
り
ま
す
。

⑶�

県
本
部
生
産
農
場
は
、
農
場
の
安
定
運

営
を
は
か
り
、県
内
生
産
基
盤
の
維
持
・

確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
三
岳
牧
場

に
つ
い
て
は
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ

り
牧
場
機
能
の
見
直
し
を
は
か
り
ま
す
。

⑷�

営
農
指
導
体
制
強
化
に
向
け
、
地
域
畜

産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、
職
員
の
積

極
的
な
研
修
参
加
等
に
よ
り
ス
キ
ル
向

上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
関
係
Ｊ
Ａ
と

最
適
な
セ
ン
タ
ー
運
営
体
制
に
向
け
協

議
し
ま
す
。

⑸�
食
肉
処
理
施
設
の
整
備
は
畜
産
酪
農
事

業
の
根
幹
に
係
わ
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
方
針
に
則
り
、
行
政
な
ら
び
に

関
係
機
関
と
協
力
の
も
と
、
よ
り
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

５
．
生
活
事
業

⑴�

石
油
事
業
は
、
系
統
結
集
に
よ
る
数
量

を
背
景
と
し
た
仕
入
強
化
、
農
業
生
産

用
燃
料
支
援
対
策
の
実
施
と
と
も
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
W
e
b
化
対
応
を

す
す
め
、
顧
客
の
固
定
化
・
配
達
燃
料

油
の
新
規
獲
得
に
よ
り
事
業
基
盤
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
は
、

有
効
面
談
に
よ
る
推
進
活
動
の
強
化
と

Ｊ
Ａ
で
ん
き
供
給
先
の
拡
大
に
よ
る

ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
扱
体
制
の
構
築

を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
活
用
に
よ
る
顧
客
の
囲
い
込
み

に
よ
り
供
給
先
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵�

Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
事
業
は
、
地
域
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
維
持
に
向
け
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
方
式
に
よ
る
事
業
展
開

を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
・
コ
ー
プ

等
の
Ｊ
Ａ
事
業
と
の
連
携
を
強
化
し
て

来
店
促
進
を
は
か
り
、
Ｊ
Ａ
ら
し
い
Ｓ

Ｓ
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶�

自
動
車
事
業
は
、
営
農
車
（
Ｊ
Ａ
サ
ン

バ
ー
・
Ｊ
Ａ
キ
ャ
リ
イ
）
を
中
心
に
系

統
結
集
を
強
化
し
て
取
扱
台
数
確
保
を

は
か
る
と
と
も
に
、
電
動
車
等
の
次
世

代
自
動
車
取
扱
体
制
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑷�

ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
は
、「
ら
く
Ｊ
Ａ
ん
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お
届
け
便
」
独
自
商
品
取
扱
拡
充
に
よ

る
会
員
増
加
に
努
め
、「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

は
信
州
産
農
畜
産
物
・
加
工
品
の
出
品

増
加
を
は
か
り
、
事
業
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。
宅
配
事
業
は
新
規
利
用
者
獲

得
を
は
か
り
事
業
量
・
戸
数
維
持
に
努

め
、
㈱
長
野
県
Ａ
・
コ
ー
プ
へ
の
事
業

移
管
を
円
滑
に
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、

組
織
購
買
事
業
は
組
合
員
に
対
す
る
魅

力
あ
る
商
品
提
案
・
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑸�

セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
は
、
多
様
化
す
る
葬

儀
形
態
へ
の
対
応
力
を
強
化
し
、
葬
儀

件
数
と
シ
ェ
ア
の
確
保
に
つ
な
が
る
虹

の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
活
動
を
す
す
め
ま

す
。

６
．
経
営
管
理

⑴�

県
域
結
集
お
よ
び
事
業
競
争
力
の
強
化

に
よ
る
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト

還
元
を
基
本
と
す
る
県
本
部
総
合
経
営

管
理
を
堅
持
し
ま
す
。

⑵�

事
業
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
県
本
部

機
能
に
見
合
う
部
門
別
収
支
の
検
証
と

見
直
し
に
よ
り
、
事
業
管
理
費
の
精
査

お
よ
び
管
理
コ
ス
ト
の
節
減
に
努
め
、

経
営
の
安
定
化
を
す
す
め
ま
す
。

⑶�

業
務
に
応
じ
た
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
を

す
す
め
る
と
と
も
に
、
一
斉
事
業
点
検

や
業
務
点
検
を
通
じ
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
態
勢
強
化
と
重
点
管
理
す
べ

き
リ
ス
ク
（
法
令
違
反
、
労
務
管
理
、

労
働
災
害
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
個
人
情

報
管
理
等
）
の
未
然
防
止
を
は
か
り
ま

す
。

⑷�

県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
を
担
う
業
務

体
制
を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、
職
員

の
能
力
開
発
・
人
材
育
成
を
は
か
り
、

Ｊ
Ａ
・
子
会
社
の
機
能
を
最
大
限
発
揮

し
、
か
つ
連
携
を
深
め
る
た
め
の
多
様

な
雇
用
形
態
に
よ
る
要
員
体
制
を
確
立

し
ま
す
。
併
せ
て
、
働
き
方
の
見
直
し

を
行
い
、
適
切
な
労
務
管
理
を
実
践
し

ま
す
。

⑸�

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
行
政
機

関
等
と
連
携
し
、
効
果
的
な
広
報
活
動

と
、
地
域
に
貢
献
す
る
組
織
広
報
を
す

す
め
ま
す
。
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

等
の
活
用
に
よ
り
県
産
農
畜
産
物
の
宣

伝
･
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑹�

子
会
社
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整

備
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の

推
進
に
よ
る
健
全
経
営
管
理
を
は
か
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
補
完
機

能
強
化
を
す
す
め
ま
す
。

ＪＡ長野県　長期ビジョン：
「食と農で地域に笑顔をつくります」

　～次代につなげる農業・組織・経営基盤の確立～

○変動する需要に対応したマーケットインによる生産
振興

○営農指導と連携した積極的な品目提案と技術提案
○多様な生産者に対応した推進体制の強化と集荷力
の向上

○種苗・種菌・素畜等の生産体制の維持強化
○スマート農業の普及促進による生産技術の自動化、
省力化促進

○実需者や重点卸売会社との連携強化による販売促進
○付加価値販売や実需者直接販売の拡大による収益
力の向上

○新規成長市場（eコマース・輸出等）への販路拡大
○輸送体制の合理化とコスト抑制による物流改善
○生産資材の原料・規格等の集約および省力化資材に
よるトータルコスト低減

○県域拠点の機能充実および事業拠点の整備によるＪＡ経済
拠点の効率的運営

○県域受託事業の対象地域および取扱品目の拡大
○生活購買事業の利用拡大による地域共生とライフライン
機能の確保

ＪＡ全農長野　中期事業計画(令和４～６年度)のイメージ

１．持続的な農業生産基盤づくりによる
　農業生産量の維持拡大

２．販売力強化とコスト低減による
　農家組合員の手取り最大化

○デジタルトランスフォーメーションによる事業システム整備と業務の効率化

～ SDGｓ達成に向けた貢献～

経済事業の課題解決および合理化・効率化促進

生
産
基
盤
の
確
立

販
売
力
の
強
化
と
物
流
効
率
化

３．ＪＡ経済事業の収支改善と活気ある地域社会づくり
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１
．�

共
同
購
入
第
３
弾
（
コ
ン
バ
イ
ン
）

受
注
開
始

　

全
国
生
産
者
7
千
人
の
声
を
反
映
し
開
発

し
た
第
３
弾
共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン
（
４
条

刈
、
50
馬
力
ク
ラ
ス
）
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
12
月
に
型
式
を
決
定
し
ま
し
た
。
生
産
者

の
購
入
価
格
は
現
行
の
同
ク
ラ
ス
と
比
較
し
、

概
ね
15
～
18
％
程
度
の
価
格
引
き
下
げ
を
実

現
し
生
産
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

全
国
で
累
計
1
，
0
0
0
台
（
内
長
野
県
10

台
）
の
取
り
扱
い
を
目
標
に
受
注
活
動
を
展

開
し
ま
す
。
生
産
者
の
需
要
を
取
り
ま
と
め

一
括
発
注
を
行
う
こ
と
で
、
購
入
価
格
の
引

き
下
げ
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
生
産
者
の
営
農
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　

決
定
型
式
：
Ｙ
Ｈ
４
４
８
Ａ
Ｅ
Ｊ
Ｕ
（
製

造
元
：
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
株
式
会
社
）

２
．�

重
点
購
買
に
よ
る
県
域
推
奨
型
式

機
種
拡
大

　

平
成
28
年
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

「
県
域
推
奨
型
式
」
は
、
県
下
Ｊ
Ａ
中
堅
職

員
に
よ
る
研
究
会
を
開
催
し
、県
内
の
需
要
・

流
通
実
態
に
合
っ
た
型
式
を
選
定
し
て
い
ま

す
。
現
在
10
型
式
（
ト
ラ
ク
タ
ー
３
型
式
、
畦

草
刈
機
１
型
式
、
管
理
機
２
型
式
、
歩
行
モ

ア
１
型
式
、
バ
ッ
テ
リ
ー
動
噴
１
型
式
、
乗

用
モ
ア
２
型
式
）
を
推
奨
型
式
と
位
置
づ
け

推
進
し
て
お
り
、
県
本
部
一
括
仕
入
れ
に
よ

る
購
買
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
開

始
以
来
順
調
な
販
売
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
に
歩
行
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ

モ
ア
を
選
定
し
、
重
点
購
買
メ
リ
ッ
ト
創
出

と
供
給
拡
大
を
図
り
ま
す
。

３
．
県
域
整
備
事
業
の
体
制
強
化

　

生
産
者
の
経
営
規
模
拡
大
に
伴
い
、
農
業

機
械
の
大
型
化
・
高
性
能
化
が
進
展
し
、
大

規
模
経
営
農
家
・
法
人
な
ど
の
担
い
手
か
ら

は
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
な
需
要
予
測
を
踏
ま

え
、
安
曇
野
市
堀
金
の
「
農
業
機
械
部
品
セ

ン
タ
ー
」
に
隣
接
す
る
研
修
用
整
備
棟
を
改

修
し
、「
堀
金
農
業
機
械
整
備
セ
ン
タ
ー
」

を
開
所
し
ま
し
た
。
こ
の
整
備
セ
ン
タ
ー
は
、

上
田
市
の「
丸
子
農
業
機
械
整
備
セ
ン
タ
ー
」

に
次
ぐ
、
県
下
２
拠
点
目
と
な
り
ま
す
。
今

後
も
計
画
的
な
整
備
受
注
を
進
め
、
迅
速
・

的
確
な
Ｊ

Ａ
農
機
事

業
の
ア
フ

タ
ー
サ
ー

ビ
ス
充
実

を
図
り
ま

す
。

４
．
中
古
農
機
の
流
通
促
進

　

豊
富
な
中
古
農
機
需
要
に
応
え
る
た
め
、

県
本
部
に
よ
る
民
間
業
者
等
を
介
し
た
中
古

農
機
の
確
保
（
県
内
外
か
ら
の
中
古
機
仕
入

れ
）
を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
全
農
長
野

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
中
古
機
情
報
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
県
内
流
通
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

５
．�

担
い
手
の
省
力
化
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

農
機
提
案
・
取
扱
い

　

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T
を
活
用
し
て
省

力
・
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
農

業
に
つ
い
て
、
農
業
機
械
分
野
で
も
期
待
が

高
ま
る
中
、「
農
機
＆
資
材
フ
ェ
ス
タ
」
に

お
い
て
実
機
提
案
を
行
っ
た
他
、
Ｊ
Ａ
農
機

担
当
者
向
け
の
研
修
会
を
12
月
に
行
う
な
ど
、

普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も
実

演
や
試
験
等
を
通
じ
て
、
技
術
的
な
優
位
性

は
元
よ
り
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
や
コ
ス
ト
的

な
課
題
等
、

総
合
的
な

検
証
を
行

い
、
普
及

に
向
け
た

取
り
組
み

を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

堀金農機整備センター

フェスタでのスマート農業機械実演

生
産
購
買
部 

農
業
機
械
課
の
取
組
み

農業機械課

メーカー希望小売価格：
6，700，000 円（税抜）

令和 5年度チラシ
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Ｊ
Ａ
長
野
県
農
政
対
策
会
議
な
ど
は
、
松
本
市
に
あ
る
食

肉
処
理
施
設
の
土
地
返
還
延
期
を
求
め
て
署
名
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

㈱
長
野
県
食
肉
公
社
が
運
営
す
る
こ
の
施
設
は
、
土
地
を

所
有
す
る
松
本
市
か
ら
、
ご
み
焼
却
施
設
の
移
設
に
伴
い
、

令
和
8
年
度
末
ま
で
の
更
地
返
還
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
移
転
候
補
地
を
県
、
77
市
町
村
と
と
も
に
模
索
し
て

い
ま
す
が
、
条
件
に
見
合
う
候
補
地
の
決
定
や
そ
の
後
の
建

設
工
事
に
要
す
る
期
間
を
踏
ま
え
る
と
、
8
年
度
末
の
返
還

は
物
理
的
に
困
難
で
す
。
長
野
県
内
に
は
こ
の
施
設
を
含
め

て
現
在
２
カ
所
の
食
肉
処
理
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
空
白
期

間
が
生
じ
る
と
残
り
の
１
カ
所
で
は
県
内
出
荷
の
全
量
を
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
豚
熱
等
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

を
考
慮
す
る
と
、
県
内
2
カ
所
体
制
の
維
持
・
継
続
は
必
須

で
す
。
畜
産
農
家
は
か
ね
て
か
ら
の
飼
料
代
の
高
騰
に
加
え

て
県
外
施
設
に
運
ぶ
輸
送
費
も
掛
か
る
こ
と
に
な
り
、
流
通

の
混
乱
や
販
売
価
格
の
上
昇
は
も
ち
ろ
ん
、
生
産
意
欲
の
減

退
に
よ
り
「
信
州
ポ
ー
ク
」「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
」「
信

州
ア
ル
プ
ス
牛
」
と
い
っ
た
“
信
州
ブ
ラ
ン
ド
”
の
崩
壊
を

招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

県
内
各
Ｊ
Ａ
、
連
合
会
は
12
月
末
か
ら
内
部
の
署
名
活
動

を
開
始
し
、
消
費
者
に
も
こ
の
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
い
安

定
的
な
県
産
食
肉
の
提
供
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

１
月
下
旬
に
Ａ
・
コ
ー
プ
店
舗
や
食
肉
処
理
施
設
が
管
内
に

あ
る
J
A
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
直
売
所
で
も
署
名
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
2
月
15
日
㈭
現
在
、
署
名
は
８
７
，
2
0
8
筆

集
ま
り
、
3
月
4
日
㈪
に
松
本
市
に
提
出
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
畜
産
酪
農
課
は
関
係
団
体
と
連
携
し
、
生

産
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
産
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

安
全
安
心
で
お
い
し
い
信
州
産
畜
産
物
を
消
費
者
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
は
１
月
26
日
㈮
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
へ
支
援
物
資
を
提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

J
A
グ
ル
ー
プ
石
川
か
ら
の
要
請
に
応
じ
た
も
の
で
す
。

　

提
供
し
た
物
資
は
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
3
0
0
枚
、ス
コ
ッ

プ
50
本
、
紙
製
食
器
合
計
３
５
，
3
0
0
個
で
、
石
川
県

七
尾
市
に
届
け
ま
し
た
。
同
時
に
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ

は
募
金
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

署
名
実
施
団
体

J
A
長
野
県
農
政
対
策
会
議（
各
J
A
・
中
央
会
・
連
合
会
）

長
野
県
酪
農
政
治
連
盟

信
プ
レ
牛
生
産
者
研
究
協
議
会

長
野
県
養
豚
協
会

長
野
県
家
畜
商
商
業
協
同
組
合

食
肉
処
理
施
設
の
返
還
延
期
を
求
め
て
署
名
活
動

能
登
半
島
地
震
に

支
援
物
資
を
提
供

支援物資を載せたトラック

１月20日Ａ・コープファーマーズ篠ノ井店での署名活動
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畜
産
酪
農
課

総
務
広
報
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
・
全
農
長
野
花
き
専
門
委

員
会
で
構
成
す
る
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
運

営
委
員
会
は
、
１
月
25
日
㈭
と
26
日
㈮
の
２

日
間
、
伊
那
市
の
Ｊ
Ａ
南
信
会
館
で
「
第
53

回　

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
を
は

じ
め
と
し
て
ア
ネ
モ
ネ
、
ダ
リ
ア
、
花
木
な

ど
、
３
２
８
点
が
出
品
さ
れ
、
信
州
の
厳
し

い
冬
の
中
で
育
て
ら
れ
た
高
品
質
な
花
々
が

会
場
に
並
び
ま
し
た
。
審
査
は
、
長
野
県
野

菜
花
き
試
験
場
や
市
場
担
当
者
で
構
成
さ
れ

た
審
査
員
に
よ
り
、
開
花
状
態
や
色
の
鮮
や

か
さ
、
花
全
体
の
形
や
バ
ラ
ン
ス
、
商
品
性
・

市
場
性
な
ど
を
基
準
と
し
て
審
査
さ
れ
、
入

賞
作
品
に
は
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣

賞
に
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
矢
野
源
彦
さ
ん
の
ア
ル

ス
ト
ロ
メ
リ
ア
「
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ
」（
＝

表
紙
右
）
を
は
じ
め
、
33
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
７
月
の
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

再
開
し
た
花
き
青
年
部
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
制
作
に
は
、
県
下
か
ら
大

勢
の
若
手
生
産
者
が
集
ま
り
、
講
師
に
作
り

方
を
教
わ
り
な
が
ら
１
０
０
個
ほ
ど
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
花
育
と
し
て
実
施
す

る
保
育
園
児
の
招
待
で
配
布
す
る
花
束
の
制

作
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
事
前
告

知
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
、
開
場
前
か
ら
長
い

行
列
が
で
き
、
初
日
だ
け
で
も
1
0
0
名
以

上
の
方
に
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
即
売

品
の
花
束
や
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

出
品
物
の
予
約

販
売
も
大
盛
況

で
、
準
備
し
た

物
は
ほ
ぼ
完
売

し
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
初
め
て
来
た
が
本
当
に
す
ご
か
っ
た
。
綺

麗
な
花
が
い
っ
ぱ
い
で
幸
せ
」「
心
が
和
ん

だ
」「
心
を
込
め
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が
伝

わ
る
」「
一
つ
一
つ
に
違
い
が
あ
る
の
が
分

か
っ
て
感
動
し
た
」「
色
の
違
い
や
鮮
や
か

さ
が
楽
し
い
」
な
ど
多
く
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
「
資
材
・
燃
料
の
高
騰
で
大
変
だ

が
頑
張
っ
て
！
」「
こ
の
時
期
に
こ
れ
だ
け

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
花
を
集
め
ら
れ
る
こ
と
に

感
謝
」「
花
好
き
な
人
の
た
め
に
、
癒
し
と

な
る
花
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
９
月
５
日
㈭
と
６
日
㈮
に
サ

マ
ー
セ
レ

ク
シ
ョ
ン

を
長
野
市

で
開
催
す

る
予
定
で

す
。

第
53
回　

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー・ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

～
農
林
水
産
大
臣
賞
は
矢
野
源
彦
さ
ん（
Ｊ
Ａ
上
伊
那
）の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
～

審査の様子

開場を待つ人の列
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果
実
花
き
課



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に

移
行
し
対
面
で
の
宣
伝
が
で
き
る
状
況
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販

売
事
務
所
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
も
含
め

て
積
極
的
な
販
売
促
進
活
動
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
。

■
量
販
店
・
小
売
店
で
の
販
促
活
動

　

店
頭
に
産
地
か
ら
の
販
売
応
援
を
入
れ
た

フ
ェ
ア
を
実
施
で
き
る
実
需
者
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
規
実
需
者
と
の
取

り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の

枠
組
み
を
超
え
た
複
数
産
地
合
同
の
フ
ェ
ア

を
開
催
し
、
長
野
県
産
花
き
売
り
場
の
確
保
、

拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

■
卸
売
市
場
内
で
の
販
促
活
動

　

卸
売
市
場
で
の
セ
リ
活
性
化
対
策
と
し
て
、

長
野
県
産
花
き
を
購
入
い
た
だ
い
た
買
参
人

を
対
象
に
長
野
県
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
企
画
を
、
4
月
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
を

皮
切
り
に
夏
秋
期
の
花
き
品
目
全
般
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。
同
様
の
取
組
み
は
過
去

に
も
行
っ
て

お
り
、
楽
し
み

に
し
て
い
る

買
参
人
も
い

て
、
価
格
低
迷

時
の
販
促
に

つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

■
花
育
の
取
組
み

　

将
来
を
見
据
え
た
消
費
拡
大
の
取
り
組
み

と
し
て
、
花
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

7
月
に
は
㈱
な
に
わ
花
い
ち
ば
と
連
携
し
、

大
阪
市
内
の
95
名
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

花
育
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
冬
場
に
か
け
て

は
㈱
姫
路
生
花
卸
売
市
場
と
連
携
し
、
姫
路

市
内
の
小
学
生
3
5
4
名
を
対
象
と
し
た
花

育
に
協
賛
す
る
予
定
で
す
。
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
向
け
た
活
動
と
し
て
、
今
後
も

拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

■
異
業
種
と
の
連
携

　

今
年
度
か
ら
の
新
た
な
活
動
と
し
て
、
飲

食
店
と
花
き
小
売
店
の
異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
を
大
阪
と
京
都
で
行
い
ま
し
た
。

　

大
阪
で
は
、
阪
急
大
阪
梅
田
駅
直
結
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
阪
急
三
番
地
」

内
の
喫
茶
店
「
上
高
地
あ
ず
さ
珈
琲
」
で
県

産
花
き
を
Ｐ
Ｒ
展
示
し
、
展
示
期
間
中
に
同

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の
花
き
小
売
専

門
店
「
プ
チ
コ
ノ

カ
」
で
信
州
の
花

フ
ェ
ア
を
行
う
、
と

い
う
企
画
で
、
花
き

の
旬
の
時
期
に
合

わ
せ
て
5
回
実
施

し
ま
し
た
。

　

京
都
で
は
、
平
安

神
宮
前
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
シ
ュ
ロ
イ
」

で
Ｐ
Ｒ
展
示
し
、
同

レ
ス
ト
ラ
ン
近
隣

に
あ
る
花
き
小
売
店
「
S
U
i
U
」
で
10
月

に
信
州
の
花
フ
ェ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

企
画
実
施
前
に
は
市
場
担
当
者
と
花
き
小

売
店
の
店
長
に
県
内
産
地
を
視
察
し
て
い
た

だ
き
、
栽
培
上
の
苦
労
や
生
産
現
場
の
状
況

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
た
上
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

■
京
阪
神
地
区
信
州
花
き
販
売
推
進
協
議
会

の
活
動

　

京
阪
神
地
区
信
州
花
き
販
売
推
進
協
議
会

（
構
成
／
京
阪
神
地
区
花
き
取
引
市
場
7
社
、

全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所
）
の
活
動
と
し

て
、
10
月
に
近
畿
大
学
の
学
生
を
対
象
と
し

た
花
に
関
す
る
意
識
調
査
と
長
野
県
の
花
の

Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
学
生

に
は
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
と
ユ
ー
カ
リ
を
使

用
し
た
花
束
と
県
産
り
ん
ご
果
汁
1
0
0
%

ジ
ュ
ー
ス
、
長
野
県
の
花
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
当
初
の
予
想
を
超
え
る
50

名
の
学
生
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
詳
細
は
本
誌
12
月
号
v
o
l
．

5
3
5
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

大
阪
販
売
事
務
所
は
今
後
も
、
卸
売
会
社

や
実
需
者
は
も
ち
ろ
ん
異
業
種
や
学
生
な
ど

様
々
な
皆
様
と
連
携
し
、
長
野
県
産
花
き
の

販
売
促
進
に
つ
な
が
る
活
動
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

令
和
５
年
度 

大
阪
販
売
事
務
所
の
花
き
販
売
促
進
活
動
に
つ
い
て

中信３ＪＡ合同フェア

梅田生花市場の特産品プレゼント企画

上高地あずさ珈琲でのヒマワリの展示プチコノカの売り場
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大
阪
販
売
事
務
所



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
生
産
振
興
課
は
1
月
25
日

㈭
、
Ｊ
Ａ
ア
ク
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
約
4
年
ぶ

り
と
な
る「
リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
推
進
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
（
＝
表
紙
左
上
）。

　

生
産
振
興
課
で
は（
旧
）Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農

セ
ン
タ
ー
時
代
か
ら
果
樹
生
産
振
興
の
柱
と

し
て
リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
を
推
進
し
、
フ
ェ

ザ
ー
苗
木
の
生
産
や
技
術
指
導
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
栽
培
上
の
課
題
や
栽
培
技
術
を

共
有
す
る
と
と
も
に
産
地
間
・
生
産
者
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
に
大
会
を
開

催
し
約
1
3
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
＝

表
紙
左
上
）

　

生
産
振
興
課
の
堀
内
昌
彦
専
門
役
か
ら
は
、

当
課
フ
ェ
ザ
ー
苗
木
の
供
給
本
数
は
約
6
万

本
を
超
え
、
リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
は
県
下
で

4
6
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
に
拡
大
し
た
こ
と

を
説
明
。
玉
井
浩
技
術
審
議
役
か
ら
は
、
本

年
度
に
実
施
し
た
海
外
視
察
か
ら
イ
タ
リ
ア

南
チ
ロ
ル
地
方
の
栽
培
に
つ
い
て
報
告
。
イ

タ
リ
ア
南
チ
ロ
ル
の
リ
ン
ゴ
栽
培
は
高
密
植

栽
培
が
主
流
で
あ
り
、
着
果
管
理
や
機
械
化

体
系
な
ど
様
々
な
点
が
日
本
と
異
な
る
こ
と

や
、
目
標
と
す
る
果
実
が
1
ラ
ン
ク
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
、
着
色
管
理
や
適
期
収
穫

を
目
的
と
し
た
収
穫
回
数
増
に
よ
り
果
実
品

質
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
生
産
者
、

林
賢
一
さ
ん
が
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

内
容
を
失
敗
談
も
交
え
な
が
ら
説
明
し
、「
樹

勢
を
弱
ら
せ
る
と
花
芽
も
少
な
く
凍
害
の
発

生
リ
ス
ク
が
多
く
な
る
。
排
水
性
や
土
壌
診

断
を
行
い
適
正
な
樹
勢
を
維
持
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
強
風
に
よ

る
ト
レ
リ
ス
倒
壊
の
経
験
か
ら
ト
レ
リ
ス
強

度
保
持
の
ポ
イ
ン
ト
や
定
植
時
の
注
意
点
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

元
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
長
の
沖
村

俊
彦
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
は
「
長
野
県
リ
ン

ゴ
産
地
の
再
興
に
向
け
て
」
と
題
し
て
県
下

の
リ
ン
ゴ
生
産
状
況
や
、再
興
に
向
け
て「
リ

ン
ゴ
生
産
量
が
減
少
し
て
い
る
状
況
下
で
は
、

高
密
植
栽
培
の
取
り
組
み
を
強
化
し
10
a
あ

た
り
の
収
量
を
上
げ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
産
者
か
ら
は
「
海
外
先
進
地

の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

生
産
者
の
事
例
発
表
も
大
変
参
考
に
な
っ

た
」
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
開
催
の

成
果
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
は
苗
木
の
供
給
に
よ

り
栽
培
面
積
は
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
樹
勢

の
維
持
・
収
量
確
保
・
省
力
化
・
災
害
対
策

な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き

長
野
県
産
リ
ン
ゴ
の
安
定
生
産
を
目
指
し
て

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
の
生
産
振
興
を
積
極
的

に
進
め
て
参
り
ま
す
。

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
推
進
大
会
を
開
催事例発表をする林さん

県下のリンゴ生産状況を説明する沖村アドバイザー

海外視察の報告をする玉井技術審議役
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生
産
振
興
課



　

ま
ず
、令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、

犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。農
業
分
野
に
お
い
て

も
未
だ
被
害
状
況
の
全
容
は
見
通
せ
て
お
ら

ず
、令
和
６
年
産
の
営
農
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
J
A

長
野
県
グ
ル
ー
プ
で
は
、支
援
募
金
、支
援
物
資

提
供
、要
員
派
遣
に
つ
い
て
、J
A
グ
ル
ー
プ
石

川
と
相
談
し
な
が
ら
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー　

古
越
武
彦
事
務

局
次
長
の
講
演
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
計
画
で
は
災
害
対
応
フ
ェ
ー
ズ
が

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
初
動
期
】発
災
当
日
／
被
災
地
に
組
織
的
対
応

が
確
立
す
る
ま
で
の
時
期
。

【
応
急
期
】発
災
か
ら
３
日
～
１
週
間
／
フ
ロ
ー

（
仮
の
社
会
生
活
が
営
め
る
）
を
回
復
さ
せ
る

時
期
。

【
復
旧
期
】発
災
か
ら
１
週
間
～
１
カ
月
後
／
ス

ト
ッ
ク（
イ
ン
フ
ラ
普
及
に
よ
る
通
常
の
社
会
生

活
が
営
め
る
）を
回
復
さ
せ
る
時
期
。

　

こ
の
度
の
震
災
で
は
地
理
的
な
問
題
に
よ
り

「
応
急
期
」フ
ェ
ー
ズ
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
う
え
で
官
民
連
携

に
よ
る「
き
め
細
か
な
支
援
」が
必
要
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
自
然
災
害
の
発
生
を
抑
え
る
手
段
や
奪
わ

れ
た
も
の
を
取
り
返
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

被
災
地
に
お
い
て
生
活
を
再
建
し
よ
う
と
す
る

人
々
に
寄
り
添
い
、一
緒
に
未
来
を
築
く
こ
と
は

出
来
る
」

　

講
演
の
最
後
に
古
越
事
務
局
次
長
が
話
さ
れ

た
こ
の
言
葉
は
大
変
に
印
象
的
で
し
た
。�

（
I
）

令和5年度１月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

（単位：百万円、％）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 0 0 0 

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 138 93 101 

生 産 振 興 部 計 138 93 90 

米 穀 13,822 94 105 

果 実 花 き 47,860 106 104 

野 菜 き の こ 68,175 93 107 

営 業 13,287 89 106 

生 産 販 売 部 計 143,144 97 106 

包 装 資 材 7,679 100 106 

生 産 資 材 8,017 98 79 

農 業 機 械 4,724 92 97 

施 設 住 宅 6,418 126 119 

生 産 購 買 部 計 26,839 103 97 

畜 産 酪 農 26,805 102 104 

三 岳 牧 場 240 106 112 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 236 92 96 

八 ヶ 岳 牧 場 227 108 132 

畜 産 酪 農 部 計 27,508 102 104 

燃料・ホームエネルギー 22,365 99 97 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 6,507 110 102 

生 活 7,618 105 100 

生 活 部 計 36,490 102 99 

長 野 県 本 部 計 234,112 99 103 
（内部販売高含む）

編 

集 

後 

記

3月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

3/27（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

生活課

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）はこちら

きのこと牛肉の
甘辛混ぜご飯

①�しめじ、エリンギは食べやすい大きさ、牛肉は２センチ幅、え
のきは2センチの長さに切る。
②唐辛子は輪切り、生姜は千切りにする。
③�ごま油で生姜、唐辛子、きのこ類を加えてしっかり炒め、牛
肉をさっと炒めたら、Aを加えて汁気がなくなるまで煮詰める。
④ご飯に③を加えて混ぜ、お好みで万能ねぎをのせる。

■材料（２～３人前）

・ご飯� 400g
・えのき� 100g
・しめじ、エリンギ� 各50g
・牛肉細切れ� 80g
・生姜� 5g
・輪切り唐辛子� 少々
・ごま油� 大さじ１

【A】
・酒� 大さじ１
・醤油、みりん� 各大さじ２
・砂糖� 小さじ２

・万能ねぎ� 適宜
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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